









et al., 1986 ; MacIntyre & Gardner, 1991)。これにより、不安と第二言語習
得との関係について多くの研究がなされ、不安はクラス内での積極性に負の
影響を与え、間接的に口頭表現能力にも影響を及ぼすものであり (Ely, 1986)、





しては、主に Horwitz et al.(1986) の FLCAS（Foreign Language Classroom 








































んでいる日本語学習者 231 名 ( 男性 39 名、女性 192 名 ) を対象とする。日本
語レベル ( 自己申告 ) 別では、初級 88 名、中級 128 名、上級 15 名である。
　調査時期 …2006 年３月～４月
　アンケート用紙の構成 …教室内で発音に不安を感じているかどうかの判断
を ｢ 全く不安でない ｣、｢ 不安でない ｣、｢ どちらともいえない ｣、｢ 不安だ ｣、
｢ 非常に不安だ ｣ の５段階評価で求める。さらに、どのような日本語の発音に
不安を感じるか、また、どのような状況下で発音に不安を感じるかの具体的内
容を自由記述で求める ( 複数回答可とする )。質問紙の言語は学習者の母語で
ある中国語で行う。中国語から日本語への訳は調査者が行い、中国語母語話者
に内容の一致を確認してもらう。また、中国語から日本語への訳においての不
安を表す用語については、元田 (1998) の資料を参考とし、｢ 不安になる ｣｢ 心




　アンケートで求めた５段階評価の結果を ｢ 不安でない (｢ 全く不安でない ｣
と ｢ 不安でない ｣ を含む )｣、｢ どちらともいえない ｣、｢ 不安だ (｢ 非常に不安
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だ ｣ と ｢ 不安だ ｣ を含む )｣ の３つに分類したところ、図１のように、初級の
学習者では、教室内で発音に不安を感じている学習者 (48％ ) のほうが、不安
を感じていない学習者 (26％ ) より多かった。中級の学習者でも、発音に不安
を感じていると答えた学習者 (41％ ) のほうが、感じていないと答えた学習者
(31％ ) より多く、初級と中級では、発音に不安を感じている学習者の存在が
明らかになった。上級では、発音に不安を感じていないと答えた学習者(53.3％)















も多く、初級では全体の約 63％、中級では 83％、上級でも 68％を占めていた。
このことから、日本語レベルに関わらず、学習者はアクセントとイントネーショ
ンに不安を感じているということが明らかになった。その他では、清濁の区別
や特殊音 ( 長音・促音・撥音 )、単音レベルに対する不安が比較的多くみられ







｢ 不確かさ (10)｣｢ 間違い (7)｣｢ 教師 (6)｣｢ 特定の教室活動 (6)｣｢ 他の学習者 (3)｣｢




























































7 つの因子が抽出された。それらに対し、それぞれの因子負荷量が .40 未満の
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項目と、他の因子との負荷量差が .10 未満の項目、共通性が .30 以下の項目を
削除し、残った項目で再度因子分析を行った。その結果、最終的に 34 項目か




音不安」とした。第２因子は、どんなイントネーション ( アクセント ) か分か
らない文を読むときなど、発音が不確かな場合に起こる不安によって構成され













日本語発音不安尺度では .95 の値が得られた。また、因子 1 の ｢ 特定の教室活
動での発音不安 ｣ では .93、因子 2 の ｢ 発音の不確かさに対する不安 ｣ では .89、
因子 3 の ｢ 発音の間違いに対する焦り ｣ でも .89、因子 4 の ｢ 低い日本語発音
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表 3　日本語発音不安尺度の項目と因子パターン行列（バリマックス回転後）






















｢ 先生に発音が悪いと何度も直されると焦ります ｣ では、中級と上級の間に有
意差があったが、それ以外のレベル間の差は有意ではなかった。｢ 先生が私の





























































ᐔᣇ๺ ⥄↱ᐲ ᐔဋᐔᣇ 䌆୯᧦ઙ 㪉㪏㪅㪈㪍㪐 㪉 㪈㪋㪅㪇㪏㪌 㪐㪅㪋㪋㪇㪁⺋Ꮕ 㪉㪐㪌㪅㪋㪉㪊 㪈㪐㪏 㪈㪅㪋㪐㪉ో૕ 㪊㪉㪊㪅㪌㪐㪉 㪉㪇㪇᧦ઙ 㪈㪍㪅㪐㪇㪈 㪉 㪏㪅㪋㪌㪇 㪋㪅㪉㪌㪇㪁⺋Ꮕ 㪊㪏㪎㪅㪍㪏㪌 㪈㪐㪌 㪈㪅㪐㪏㪏ో૕ 㪋㪇㪋㪅㪌㪏㪍 㪈㪐㪎᧦ઙ 㪐㪅㪐㪍㪈 㪉 㪋㪅㪐㪏㪇 㪊㪅㪉㪇㪍㪁⺋Ꮕ 㪊㪇㪍㪅㪇㪊㪐 㪈㪐㪎 㪈㪅㪌㪌㪊ో૕ 㪊㪈㪍㪅㪇㪇㪇 㪈㪐㪐᧦ઙ 㪈㪏㪅㪇㪏㪐 㪉 㪐㪅㪇㪋㪋 㪍㪅㪏㪏㪉㪁⺋Ꮕ 㪉㪌㪏㪅㪐㪇㪍 㪈㪐㪎 㪈㪅㪊㪈㪋ో૕ 㪉㪎㪍㪅㪐㪐㪌 㪈㪐㪐᧦ઙ 㪈㪇㪅㪌㪏㪎 㪉 㪌㪅㪉㪐㪋 㪊㪅㪌㪉㪎㪁⺋Ꮕ 㪉㪐㪋㪅㪈㪋㪎 㪈㪐㪍 㪈㪅㪌㪇㪈ో૕ 㪊㪇㪋㪅㪎㪊㪋 㪈㪐㪏᧦ઙ 㪈㪎㪅㪈㪈㪋 㪉 㪏㪅㪌㪌㪎 㪌㪅㪌㪏㪍㪁⺋Ꮕ 㪊㪇㪇㪅㪉㪌㪊 㪈㪐㪍 㪈㪅㪌㪊㪉ో૕ 㪊㪈㪎㪅㪊㪍㪎 㪈㪐㪏᧦ઙ 㪈㪊㪅㪍㪐㪋 㪉 㪍㪅㪏㪋㪎 㪌㪅㪇㪉㪊㪁⺋Ꮕ 㪉㪍㪐㪅㪏㪐㪏 㪈㪐㪏 㪈㪅㪊㪍㪊ో૕ 㪉㪏㪊㪅㪌㪐㪉 㪉㪇㪇᧦ઙ 㪈㪉㪅㪎㪉㪌 㪉 㪍㪅㪊㪍㪉 㪋㪅㪌㪏㪊㪁⺋Ꮕ 㪉㪎㪊㪅㪋㪎㪇 㪈㪐㪎 㪈㪅㪊㪏㪏ో૕ 㪉㪏㪍㪅㪈㪐㪌 㪈㪐㪐᧦ઙ 㪈㪌㪅㪉㪉㪊 㪉 㪎㪅㪍㪈㪈 㪍㪅㪈㪌㪍㪁⺋Ꮕ 㪉㪋㪊㪅㪌㪌㪎 㪈㪐㪎 㪈㪅㪉㪊㪍ో૕ 㪉㪌㪏㪅㪎㪏㪇 㪈㪐㪐᧦ઙ 㪈㪋㪅㪎㪏㪎 㪉 㪎㪅㪊㪐㪊 㪋㪅㪏㪍㪎㪁⺋Ꮕ 㪉㪐㪐㪅㪉㪐㪊 㪈㪐㪎 㪈㪅㪌㪈㪐ో૕ 㪊㪈㪋㪅㪇㪏㪇 㪈㪐㪐᧦ઙ 㪈㪌㪅㪇㪋㪉 㪉 㪎㪅㪌㪉㪈 㪋㪅㪊㪐㪉㪁⺋Ꮕ 㪊㪊㪎㪅㪊㪊㪏 㪈㪐㪎 㪈㪅㪎㪈㪉ో૕ 㪊㪌㪉㪅㪊㪏㪇 㪈㪐㪐᧦ઙ 㪉㪎㪅㪏㪉㪌 㪉 㪈㪊㪅㪐㪈㪊 㪐㪅㪇㪋㪇㪁⺋Ꮕ 㪊㪇㪊㪅㪈㪎㪇 㪈㪐㪎 㪈㪅㪌㪊㪐ో૕ 㪊㪊㪇㪅㪐㪐㪌 㪈㪐㪐᧦ઙ 㪈㪈㪅㪈㪏㪎 㪉 㪌㪅㪌㪐㪊 㪊㪅㪋㪎㪋㪁⺋Ꮕ 㪊㪈㪏㪅㪎㪍㪊 㪈㪐㪏 㪈㪅㪍㪈㪇ో૕ 㪊㪉㪐㪅㪐㪌㪇 㪉㪇㪇ᵈ㪀㩷㪁㫇䋼㪅㪇㪌














感じる状況 41 項目が得られ、それらの内容的分類を行った結果、｢ 不確かさ
(10)｣｢ 間違い (7)｣｢ 教師 (6)｣｢ 特定の教室活動 (6)｣｢ 他の学習者 (3)｣｢ 発話 (3)｣｢
能力 (3)｣｢ 言語処理 (3)｣ の 8 内容に分けることができた。これらの発音に不安
を感じる状況 41 項目を質問項目とし、日本語の発音についてのアンケート調
査を行い、因子分析を行った結果、最終的に 34 項目の不安項目が選定され、
5 つの因子に分けられた。各因子に含まれる項目の内容的特徴から、因子 1 を
｢ 特定の教室活動での発音不安 ｣、因子 2 を ｢ 発音の不確かさに対する不安 ｣、
因子 3 を ｢ 発音の間違いに対する焦り ｣、因子 4 を「低い日本語発音力に対す
















1) 本研究では、MacIntyre, P.D. & Gardner, R.C. (1994) を参考に、｢ 第二言語学習にお
ける発話や聴解などに特定的に関わる緊張や懸念の感情 ｣ を第二言語不安と呼ぶ。
2) 母語使用環境とは、学習者の母語が使用されている社会環境を指し、目標言語使用環
境とは、学習者の目標言語が使用されている社会環境を指す ( 元田 1997）。
3) 音声とは、人間が意識的に音声器官を使い伝達目的をもって発する音であり、発音とは、
音声を発する ( 調音までも含めた ) 行為を指す ( 鹿島 2002)。
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